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中
隊
本
部

　
　３
等
陸
曹

　藤
田

　優
人

第
１
小
隊

　
　３
等
陸
曹

　樋
口

　達
也

第
２
小
隊

　
　陸

士

長

　鮫
島

　慎
平

第
３
小
隊

　
　陸

士

長

　櫻
井

　丹
平

対
戦
車
小
隊

　陸

士

長

　岩
元

　隆
人

迫
撃
砲
小
隊

　陸

士

長

　江
崎

　
　舜

狙
撃
班

　
　
　３
等
陸
曹

　米
田

　志
穂

第
２
斥
候
班

　３
等
陸
曹

　吉
松

　公
司

第
１
分
隊

　
　１
等
陸
士

　長
岡
賢
次
郎

　連
隊
は
、
残
暑
の
厳
し
い
十
文
字
原
演
習
場
及
び
日
出
生
台

演
習
場
に
お
い
て
令
和
３
年
９
月
１０
日（
金
）か
ら
１３
日（
月
）ま

で
の
間
、
第
３
中
隊
、
施
設
作
業
小
隊
及
び
情
報
小
隊
の
訓
練

検
閲
を
実
施
し
た
。

　本
訓
練
検
閲
は
、
徒
歩
行
進
か
ら
引
き
続
く
陣
地
防
御
に
お

け
る
普
通
科
連
隊
内
主
戦
闘
地
域
守
備
部
隊
に
任
ず
る
第
３
中

隊
、
施
設
作
業
小
隊
及
び
情
報
小
隊
と
し
て
の
行
動
を
検
し
て
、

そ
の
進
歩
向
上
を
促
す
事
を
目
的
と
し
行
っ
た
。
ま
た
、
応
急

防
御
と
い
う
特
性
を
有
し
た
訓
練
で
あ
り
、
非
常
に
過
酷
な
訓

練
で
あ
っ
た
。

　１０
日（
金
）の
訓
練
開
始
式
を
皮
切
り
に
十
文
字
原
演
習
場
か

ら
集
結
地
に
向
け
約
４０
㎞
に
も
及
ぶ
徒
歩
行
進
を
行
い
隊
員
は

高
温
多
湿
の
中
、
汗
に
ま
み
れ
な
が
ら
も
目
的
の
集
結
地
ま
で

完
歩
し
た
。

　１１
日（
土
）日
出
生
台
演
習
場
の
目
的
地
に
進
入
し
た
部
隊
は

速
や
か
に
同
地
を
安
全
化
し
防
御
準
備
を
行
っ
た
。

　防
御
準
備
期
間
は
、
各
級
指
揮
官
が
応
急
防
御
の
特
性
を
踏

ま
え
、
短
時
間
で
の
防
御
陣
地
の
構
築
や
障
害
構
築
、
敵
情
の

監
視
、
除
染
所
の
開
設
等
を
行
い
、
速
や
に
防
御
態
勢
を
整
え
た
。

　防
御
戦
闘
に
お
い
て
は
、
狙
撃
手
に
よ
り
敵
に
多
大
な
損
耗

を
与
え
る
と
と
も
に
各
隊
員
が
強
靭
な
防
御
戦
闘
を
行
っ
た
。

そ
の
間
、
施
設
作
業
小
隊
は
敵
の
前
進
を
遅
滞
さ
せ
る
た
め
長

距
離
に
わ
た
る
障
害
を
構
築
し
、
情
報
小
隊
は
不
眠
不
休
の
中
、

隠
密
行
動
を
行
い
常
に
敵
情
を
監
視
報
告
し
、
連
隊
の
防
御
戦

闘
に
貢
献
し
た
。

　今
訓
練
検
閲
を
通
じ
て
、
受
閲
部
隊
は
中
隊
長
、
小
隊
長
を

核
心
と
し
て
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら

な
る
練
度
向
上
を
目
指
し
訓
練
に
邁
進
し
て
い
く
。

第
５
次
連
隊
練
成
訓
練

第４次・第５次連隊練成訓練

　連
隊
は
、
令
和
３
年
８
月
１８
日（
水
）か
ら

２２
日（
日
）ま
で
の
４
夜
５
日
に
わ
た
る
豪
雨

直
後
の
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
、
第
４

中
隊
及
び
衛
生
小
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。
本
訓
練
検
閲
は
、
陣
地
防
御
に
お
け
る

普
通
科
連
隊
内
警
戒
部
隊
に
任
ず
る
第
４
中

隊
、
衛
生
小
隊
と
し
て
の
行
動
を
検
し
て
、

そ
の
進
歩
向
上
を
促
す
事
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
。

　１８
日（
水
）別
府
駐
屯
地
体
育
館
で
行
わ
れ

た
訓
練
開
始
式
で
は
、
統
裁
官
で
あ
る
第
４１

普
通
科
連
隊
長  

中
村
英
昭  

１
等
陸
佐
が
、

本
訓
練
検
閲
に
参
加
す
る
部
隊
の
作
戦
準
備

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
た
。
同
日

の
夕
刻
か
ら
第
４
中
隊
及
び
衛
生
小
隊
は
日
出
生

台
演
習
場
内
に
お
い
て
、
断
続
的
に
雨
が
降
る
中
、

ま
た
起
伏
の
激
し
い
経
路
を
計
画
に
基
づ
き
集
結

地
に
向
け
約
４０
㎞
の
徒
歩
行
進
を
行
っ
た
。
到
着

後
は
速
や
か
に
防
御
陣
地
を
偵
察
し
、
第
４
中
隊

は
陣
地
構
築
、
衛
生
小
隊
は
連
隊
収
容
所
の
開
設

な
ど
、
昼
夜
を
通
し
て
防
御
準
備
を
進
め
た
。

　防
御
戦
闘
は
、
各
小
隊
が
連
携
し
、
前
進
し
て

く
る
敵
部
隊
に
砲
迫
火
力
を
発
揮
し
た
。
ま
た
、

負
傷
し
た
隊
員
が
発
生
し
た
時
は
、
前
線
部
隊
、
救

急
班
、
収
容
所
班
が
連
携
し
ス
ム
ー
ズ
な
後
送
処
置

を
行
い
応
急
処
置
や
病
室
へ
の
搬
入
を
行
っ
た
。

　本
訓
練
検
閲
に
衛
生
小
隊
後
送
係
と
し
て
参
加

し
優
秀
隊
員
に
も
輝
い
た
山
下
裕
里
菜  

陸
士
長

は
「
迅
速
な
患
者
後
送
を
実
施
し
小
隊
に
貢
献
で

き
て
良
か
っ
た
。
ま
た
優
秀
隊
員
に
選
ん
で
い
た

だ
き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
成
に

励
み
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

　第
４
中
隊
、
衛
生
小
隊
は
日
頃
の
訓
練
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
無
事
検
閲
を
修
了
し
た
。
今
後
、

更
な
る
練
度
向
上
を
目
指
し
訓
練
に
邁
進
す
る
。

第
４
次
連
隊

　
　
練
成
訓
練

第
１
小
隊
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等
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将
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２
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３
等
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３
小
隊

　

  

陸

士
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哉
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陸

士

長  

河
野
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迫
撃
砲
小
隊  

３
等
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狙
撃
班

　
　

  

３
等
陸
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谷
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収
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陸
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山
下
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平
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を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中　連
隊
は
、
令
和
３
年
８
月
２５
日（
水
）か
ら
２７

日（
金
）ま
で
の
間
、
別
府
駐
屯
地
に
お
い
て
令

和
３
年
度
総
合
隊
務
指
導
を
受
検
し
た
。

　総
合
隊
務
指
導
と
は
秘
密
保
全
や
行
政
文
書

の
適
切
な
管
理
要
領
、
情
報
保
証
の
業
務
要
領

を
検
査
・
監
査
・
指
導
す
る
事
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
。

　各
中
隊
は
、
日
頃
か
ら
隊
員
に
対
し
保
全
教

育
や
啓
発
ポ
ス
タ
ー
及
び
標
語
な
ど
の
作
成
、

ま
た
カ
ウ
ン
タ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
教
育

（
外
部
か
ら
の
諜
報
活
動
に
対
抗
し
て
、
情
報

が
外
部
に
漏
出

す
る
の
を
阻
止

す
る
活
動
）を

行
っ
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み

は
高
い
評
価
を

受
け
た
。

　今
後
も
引
き

続
き
規
則
に
基

づ
く
業
務
に
努

め
て
い
く
。

　連
隊
は
、
令
和
３
年
９
月
２８
日（
火
）か
ら
３０
日（
木
）ま
で
の
間
、
秋
風
が
吹
く
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い
て
連
隊
小
部
隊
対
抗
訓
練
を
行
っ
た
。

　こ
の
訓
練
は
、
レ
ー
ザ
ー
交
戦
装
置
、
交
戦
用
訓
練
装
置
（
通
称
バ
ト
ラ
ー
）
を
小
銃
、
機
関
銃
、
狙
撃
銃
及
び
身
体
に
装
着
し
、
実
戦
さ
な
が
ら
の
緊

迫
し
た
中
で
、
小
部
隊
指
揮
官
の
実
員
指
揮
能
力
の
向
上
及
び
隊
員
の
近
接
戦
闘
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　小
隊
長
は
刻
一
刻
と
変
わ
る
状
況
を
速
や
か
に
判
断
し
隊
員
に
命
令
を
与
え
、
各
隊
員
は
相
互
に
連
携
し
任
務
に
邁
進
し
た
。

　ま
た
本
訓
練
に
参
加
し
た
若
い
隊
員
は
「
上
級
者
が
損
耗
を
受
け
、
指
揮
の
継
承
要
領
を
訓
練
出
来
た
の
は
非
常

に
良
か
っ
た
。
ま
た
、
各
隊
員
と
連
携
し
最
後
ま
で
戦
い
抜
け
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　連
隊
は
、
令
和
３
年
８
月
２６

日（
木
）に
大
分
県
速
見
郡
日
出

町
で
実
施
さ
れ
た
日
出
町
防
災

訓
練
に
参
加
し
た
。
本
訓
練
は

災
害
対
処
能
力
の
向
上
及
び
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る

事
を
目
的
と
し
て
お
り
、
関
係

機
関
６
団
体
が
参
加
し
た
。

　訓
練
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
た
事
を
想
定
し
、
倒

壊
し
た
家
屋
か
ら
足
を
骨
折
し

た
想
定
の
要
救
護
者
を
救
助
し

ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で
の
搬
送
を
担

当
し
た
。
訓
練
後
の
検
討
会
で

は
、
訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
か

ら
は
、
関
係
機
関
と
顔
を
合
わ

せ
て
良
好
な
関
係
を
築
く
事
が

で
き
、
ま
た
、
今
後
の
連
携
強

化
の
資
と
な
っ
た
等
、
多
く
の

成
果
が
あ
っ
た
と
語
っ
て
い

た
。
今
後
も
地
域
や
関
係
機
関

と
連
携
の
維
持
強
化
を
継
続
し

て
い
く
。

　連
隊
は
、
令
和
３
年
７
月
５
日（
月
）、
駐
屯
地
に
お
い
て
レ
ン
ジ
ャ
ー
帰
還

式
を
行
っ
た
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
は
帰
還
す
る
朝
ま
で
久
住
連
山
か
ら
伽
藍
岳

一
帯
で
約
５０
㎏
の
背
の
う
（
大
型
の
リ
ュ
ッ
ク
）
を
背
負
い
約
５０
㎞
の
行
程
を
、

不
眠
不
休
で
、
汗
や
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
全
て
の
任
務
を
完
遂
し
、
別
府

駐
屯
地
に
帰
還
し
た
。

　帰
還
式
で
は
、
８
名
の
任
務
を
完
遂
し
た
ば
か
り
の
学
生
達
が
レ
ン
ジ
ャ
ー

旗
を
先
頭
に
し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り
で
進
む
中
、
駐
屯
地
全
隊
員
で
出
迎
え

を
行
い
拍
手
や
声
援
を
か
け
て
い
た
。

　学
生
長
で
あ
る
第
４１
普
通
科
連
隊  

本
部
管
理
中
隊  

２
等
陸
曹  

三
島
翔
也
が

連
隊
長
に
対
し
帰
還
の
報
告
を
し
、
そ
の
後
、
連
隊
長
が
一
人
ひ
と
り
に
輝
く

レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
を
首
に
か
け
、
グ
ー
タ
ッ
チ
で
健
闘
を
称
え
た
。

　訓
示
で
は
「
無
事
の
帰
還
お
め
で
と
う
、
本
教
育
で
は
仲
間
の
大
切
さ
や
遅

れ
た
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
事
の
大
事
さ
を
学
ん
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
遅
れ
た

者
は
よ
く
覚
え
て
い
て
欲
し

い
。
一
つ
は
、
遅
れ
る
こ
と

で
任
務
が
完
遂
で
き
な
く
な

る
事
、
二
つ
目
は
、
遅
く
な

る
事
に
よ
り
長
く
潜
入
し
仲

間
を
危
険
に
さ
ら
す
事
に
な

る
こ
と
を
覚
え
て
い
て
欲
し

い
。
ま
た
、
教
育
を
振
り
返

り
今
後
の
任
務
に
生
か
し
て

欲
し
い
」
と
訓
示
し
た
。
レ

ン
ジ
ャ
ー
学
生
達
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
隊
に
復
帰
し
こ
れ

か
ら
の
人
生
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊

員
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
。

　連
隊
は
、
令
和
３
年
７
月
１０
日（
土
）か
ら
１４
日（
水
）ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
令
和
３
年
度
総
合
戦
闘
射
撃
を
行
っ
た
。

　本
射
撃
訓
練
は
、
諸
職
種
部
隊
（
普
通
科
、
特
科
、
機
甲
科
）
の
総
合
さ
れ
た
火
力
発
揮
能
力
の
向
上
を
図
る
事
を
目
的
に
一
連
の

状
況
下
の
も
と
行
わ
れ
た
。

　当
初
、
普
通
科
部
隊
か
ら
の
射
撃
要
求
に
よ
り
Ｆ
Ｈ
７０
、１
２
０
㎜
迫
撃
砲
、
８１
㎜
迫
撃
砲
に
よ
る
攻
撃
準
備
破
砕
射
撃
を
行
い
、
そ
の
後
、

前
進
し
て
く
る
敵
戦
車
を
１０
式
戦
車
と
８７
式
対
戦
車
誘
導
弾
の
射
撃
に
よ
り
撃
破
し
ま
た
、
迂
回
し
て
く
る
敵
を
発
見
す
る
と
速
や
か

に
各
隊
員
は
情
報
共
有
を
行
い
相
互
に
連
携
し
小
銃
や
機
関
銃
、
狙
撃
銃
等
に
よ
る
射
撃
を
行
い
敵
の
進
行
を
阻
止
し
た
。

　今
後
も
、
諸
職
種
部
隊
と
連
携
を
強
化
し
総
合
戦
闘
火
力
の
発
揮
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

敵方を監視敵方を監視

遭遇戦遭遇戦

射撃前進射撃前進

敵方を警戒し前進敵方を警戒し前進
現場確認現場確認

保全ポスターの確認保全ポスターの確認 状況報告状況報告

記念撮影記念撮影

レンジャーき章 受章レンジャーき章 受章

駐屯地隊員に出迎えられるレレンジャー学生駐屯地隊員に出迎えられるレレンジャー学生

最終想定最終想定

敵の監視敵の監視

87式対戦車誘導弾の射撃87式対戦車誘導弾の射撃

特科（ＦＨ－70）による射撃特科（ＦＨ－70）による射撃

10式戦車による射撃10式戦車による射撃

要救護者の搬送要救護者の搬送 関係機関との連携搬送関係機関との連携搬送

攻撃前進攻撃前進

第
42
期
レ
ン
ジ
ャ
ー
帰
還
式

令
和
３
年
度 

第
２
回
連
隊
小
部
隊
対
抗
訓
練

令
和
３
年
度
総
合
戦
闘
射
撃

日
出
町
防
災
訓
練

令
和
３
年
度
総
合
隊
務
指
導
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別
府
駐
屯
地 T

w
itte

r

　

 

更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

　連
隊
は
、
令
和
３
年
９
月
２１
日（
火
）別
府
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度

新
隊
員
特
技
課
程
教
育
修
了
式
を
執
り
行
っ
た
。
桜
が
咲
き
誇
る
４
月
に
入
隊
し
て
約

３
ヶ
月
間
、
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
自
衛
官
の
基
本
基
礎
を
修
得
し
、
そ
の
後
普
通
科

隊
員
と
し
て
の
技
能
を
修
得
す
る
た
め
に
別
府
駐
屯
地
に
お
い
て
７
月
か
ら
約
３
ヶ
月

間
に
わ
た
り
機
関
銃
射
撃
、
８１
㎜
迫
撃
砲
・
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
の
縮
射
弾
射
撃
な
ど
普

通
科
隊
員
と
し
て
の
射
撃
方
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
暑
さ
の
厳
し
い
中
で
の
訓
練
に
耐
え

抜
き
、
晴
れ
て
こ
の
日
を
迎
え
た
。

　修
了
式
で
は
連
隊
の
隊
員
が
見
守
る
中
、
一
般
陸
曹
候
補
生  

２
等
陸
士  

安
邊
優
が

気
迫
の
こ
も
っ
た
声
で
連
隊
長
へ
修
了
申
告
し
、
新
隊
員
を
代
表
し
２
等
陸
士  

川
添

美
奈
が
「
教
育
間
、仲
間
の
大
切
さ
、協
力
す
る
事
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
は
、

各
部
隊
・
中
隊
に
配
属
と
な
り
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
所

が
あ
り
ま
す
が
一
日
も
早
く
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

　決
意
を
新
た
に
し
た
新
隊
員
達
は
各
部
隊
・
中
隊
に
配
置
さ
れ
特
技
課
程
教
育
で
学

ん
だ
事
を
基
に
、
新
た
な
自
衛
隊
生
活
を
歩
ん
で
い
く
。

　連
隊
は
、
令
和
３
年
９
月
１０
日（
金
）日
田
市
に
お
い
て
第
４
師
団
司
令
部
が
実
施
す

る
偵
察
部
隊
等
集
合
訓
練
に
参
加
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
災
害
発
生
地
域
に
お
い
て
情

報
収
集
を
行
い
災
害
対
処
に
係
る
情
報
収
集
能
力
の
向
上
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
。

　訓
練
場
所
で
は
被
災
地
域
と
想
定
し
た
場
所
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
ド
ロ
ー
ン

と
映
像
伝
達
装
置
を
使
用
し
、
隊
員
が
直
接
確
認
す
る
事
が
困
難
な
場
所
で
も
速
や
か

に
被
災
状
況
の
情
報
を
収
集
し
、
地
形
の
確
認
や
撮
影
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
現
場
に
お
け

る
操
作
訓
練
を
行
っ
た
。

　今
後
引
き
続
き
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
訓
練
を
行
い
情
報
収
集
能
力
を
維
持
向
上
を
図

る
。

新
隊
員
特
技
課
程
教
育
修
了
式

偵
察
部
隊
等
集
合
訓
練

（
月
）

０１
日

１０
日

１１
日

１２
日

１３
日

１４
日

１５
日

１６
日

１７
日

１８
日

１９
日

２０
年

２１
年

２２
年

２３
年

２４
年

２５
年

２６
年

２７
年

２８
年

２９
年

３０
年

３１
年

３５
年

３６
年

４０
年

４１
年

４２
年

４３
年

５０
年

５１
年

５２
年

５３
年

６０
年

６１
年

６２
年

７０
年

７１
年

７６
年

７４
年

８１
年

８２
年

８４
年

９１
年

９２
年

第
41
普
通
科
連
隊
か
ら 

（
22
名
）

　
連
隊
本
部 

（
２
名
）

　●
２
等
陸
佐

　服
﨑

　誠
司

　
　小
平
学
校 

（
小
平
）

　●
３
等
陸
佐

　曾
我

　
　崇

　
　幹
部
候
補
生
学
校 

（
前
川
原
）

　
本
部
管
理
中
隊 

（
７
名
）

　●
２
等
陸
尉

　山
部

　大
樹

　
　第

16
普
通
科
連
隊 

（
大
村
）

　●
准

陸

尉

　村
上

　真
吾

　

　
　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部 

（
別
府
）

　●
１
等
陸
曹

　大
石

　雅
智

　
　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

　●
１
等
陸
曹

　森
岡

　義
和

　
　第
４
師
団
司
令
部
付
隊 

（
福
岡
）

　●
２
等
陸
曹

　本
多

　
　守

　
　第

17
普
通
科
連
隊 

（
山
口
）

　●
２
等
陸
曹

　岩
男

　
　太

　
　第
４
陸
曹
教
育
隊 

（
大
津
）

　●
２
等
陸
曹

　平
山
あ
ゆ
み

　
　第
４
後
方
支
援
連
隊 

（
福
岡
）

　
第
１
中
隊 

（
１
名
）

　●
３
等
陸
曹

　住
吉

　宏
明

　
　装
備
実
験
隊 

（
富
士
）

　
第
２
中
隊 

（
３
名
）

　●
３
等
陸
曹

　大
原

　将
隆

　
　第

19
普
通
科
連
隊 

（
福
岡
）

　●
３
等
陸
曹

　河
野

　秀
平

　
　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

　●
陸

士

長

　山
下

　元
章

　
　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

　
第
３
中
隊 

（
３
名
）

　●
３
等
陸
曹

　佐
藤

　
　渉

　
　普
通
科
教
導
連
隊 

（
滝
ヶ
原
）

　●
３
等
陸
曹

　緒
方

　佑
紀

　
　第

11
普
通
科
連
隊 

（
東
千
歳
）

　●
３
等
陸
曹

　稲
田

　貴
弘

　
　第

51
普
通
科
連
隊 

（
那
覇
）

　
第
４
中
隊 

（
３
名
）

　●
陸

准

尉

　下
山

　信
秀

　
　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
）

　●
１
等
陸
曹

　峠

　
　成
忠

　
　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

　●
３
等
陸
曹

　伊
塚

　
　武

　
　第

10
即
応
機
動
連
隊

　

 

（
滝
川
）

　
重
迫
撃
砲
中
隊 

（
３
名
）

　●
２
等
陸
曹

　中
村

　
　洵

　
　那
覇
駐
屯
地
業
務
隊 

（
那
覇
）

　●
３
等
陸
曹

　坂
本

　将
美

　
　普
通
科
教
導
連
隊 

（
滝
ヶ
原
）

　●
３
等
陸
曹

　深
町

　一
平

　
　第
７
普
通
科
連
隊 

（
福
知
山
）

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部 

援
護
課

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
か
ら 

（
１
名
）

　●
１
等
陸
尉

　久
下

　智
英

　
　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

　（
大
分
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

（
１
名
）

　●
１
等
陸
曹

　寺
岡

　
　貢

　
　西
部
方
面
特
科
隊 

（
湯
布
院
）

第
４
０
４
会
計
隊
か
ら 

（
１
名
）

　●
２
等
陸
曹

　
　
　上
村

　朋
之

　
　自
衛
隊
大
分
地
方

　
　協
力
本
部 

（
大
分
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
別

府
派
遣
隊
か
ら  

（
１
名
）

　●
陸

曹

長

　
　
　森
清

　政
明

　
　第
１
３
４
地
区
警
務
隊

 

（
福
岡
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

別
府
派
遣
隊
か
ら
（
１
名
）

　●
陸

士

長

　
　
　山
下

　志
穂

　
　第
３
０
４
基
地
通
信

　
　中
隊
玖
珠
派
遣
隊

（
玖
珠
）

第
41
普
通
科
連
隊
へ 

（
14
名
）

　連
隊
本
部 

（
２
名
）

　●
２
等
陸
佐

　三
好

　修
二

　
　富
士
教
導
団
本
部 

（
富
士
）

　●
３
等
陸
佐

　原
田

　明
徳

　
　幹
部
候
補
生
学
校 

（
前
川
原
）

　
本
部
管
理
中
隊 

（
３
名
）

　●
陸

曹

長

　田
中

　大
資

　
　第
３
師
団
司
令
部
付
隊 

（
千
僧
）

　●
１
等
陸
曹

　水
國

　
　卯

　
　水
陸
機
動
団
本
部
付
隊

　

 

（
相
浦
）

　●
２
等
陸
曹

　藤
本

　
　功

　
　第
７
通
信
大
隊 

（
東
千
歳
）

　
第
１
中
隊 

（
２
名
）

　●
１
等
陸
曹

　黒
木

　孝
師

　
　中
央
即
応
連
隊 

（
宇
都
宮
）

　●
２
等
陸
曹

　池
田

　裕
春

　
　第

37
普
通
科
連
隊 

（
信
太
山
）

　
第
２
中
隊 

（
３
名
）

　●
２
等
陸
曹

　藤
本

　直
哉

　
　対
馬
警
備
隊 

（
対
馬
）

　●
２
等
陸
曹

　日
野

　慶
一

　
　第
３
普
通
科
連
隊 

（
名
寄
）

　●
２
等
陸
曹

　本
村

　一
暁

　
　第

51
普
通
科
連
隊 

（
那
覇
）

　
第
３
中
隊 

（
１
名
）

　●
２
等
陸
曹

　姫
野

　敏
幸

　
　第
１
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

　
第
４
中
隊 

（
１
名
）

　●
３
等
陸
曹

　北
川

　博
規

　
　第

32
普
通
科
連
隊

　

 

（
大
宮
）

　
重
迫
撃
砲
中
隊 

（
２
名
）

　●
２
等
陸
曹

　友
重

　祐
貴

　
　第
１
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

　●
２
等
陸
曹

　大
野

　陽
亮

　
　普
通
科
教
導
連
隊 

（
滝
ヶ
原
）

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部 

援
護
課

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
へ 

（
１
名
）

　●
２
等
陸
佐

　望
月

　英
生

　
　補
給
統
制
本
部 

（
十
条
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

（
３
名
）

　●
１
等
陸
曹

　渋
谷

　英
樹

　
　装
備
実
験
隊 

（
富
士
）

　●
１
等
陸
曹

　大
石

　雅
智

　
　第

41
普
通
科
連
隊 

（
別
府
）

　●
１
等
陸
曹

　峠

　
　成
忠

　
　第

41
普
通
科
連
隊 

（
別
府
）

第
４
０
４
会
計
隊
へ 

（
１
名
）

　●
１
等
陸
曹

　和
氣
洋
一
郎

　
　自
衛
隊
大
分
協
力
本
部 

（
大
分
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　別
府
派
遣
隊
へ

 

（
１
名
）

　●
２
等
陸
曹

　松
崎

　俊
二

　
　第
１
３
６
地
区
警
務
隊 

宮
古
島
派
遣
隊 

（
宮
古
島
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
別
府
派
遣
隊
へ

 

（
１
名
）

　●
准

陸

尉

　河
野

　公
一

　
　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊 

大
分
派
遣
隊 （
大
分
）

ドローン操縦訓練ドローン操縦訓練

ドローン及び映像の確認ドローン及び映像の確認

器材の点検器材の点検

決意表明決意表明

表彰表彰

修了式修了式

見送り見送り

駐屯地見送り行事駐屯地見送り行事

各
中
隊
行
事
・
訓
練
風
景

本
部
管
理
中
隊

第
１
中
隊

第
２
中
隊

第
３
中
隊

第
４
中
隊

重
迫
撃
砲
中
隊

防御準備防御準備

徒歩行進徒歩行進

徒歩行進徒歩行進

傷病者の救護傷病者の救護

８１㎜迫撃砲の射撃８１㎜迫撃砲の射撃

格闘練成格闘練成

１１０㎜個人携帯戦車弾の縮射弾射撃１１０㎜個人携帯戦車弾の縮射弾射撃

８１㎜迫撃砲の縮射弾射撃８１㎜迫撃砲の縮射弾射撃

炊事訓練炊事訓練

１２０㎜迫撃砲の縮射弾射撃１２０㎜迫撃砲の縮射弾射撃

８７式対戦車誘導弾の照射８７式対戦車誘導弾の照射

応急出動訓練応急出動訓練

令
和
３
年
度 

前
期
定
期
異
動
者
紹
介
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！！

平

和

を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中

定
期
健
康
診
断
　 

別
府
業
務
隊
衛
生
科

令
和
３
年
度
西
部
方
面
会
計
隊
長

　
　
　
　
　
　
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
て

警
務
隊
の
活
動
状
況

基
地
効
率
化
に
向
け
て

任
期
制
隊
員
の
就
職
補
導
教
育
を
支
援

第
３
回
中
隊
練
成
訓
練

　衛
生
科
で
は
例
年
４
月
〜
５
月
の
間
に
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
３
密
の
回
避
を
目
的
に
入
場
制
限
を

行
い
、
期
間
も
４
月
〜
７
月
ま
で
に
延
長
し
て
、
約
１
，２
０
０
名
の
隊
員
に
実
施
し
ま
し

た
。
隊
員
の
待
ち
時
間
の
愛
読
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
歴
。
身
体
歴
は
そ
の
名
の
通
り
、

入
隊
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
個
人
の
健
康
管
理
の
歴
史
が
綴
ら
れ
た
も
の
で
、
若
年

隊
員
は
、
体
脂
肪
率
の
変
化

を
嬉
し
そ
う
に
眺
め
、
中
年

隊
員
は
過
去
の
栄
光
を
懐
か

し
む
光
景
が
く
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
定
期
健
康
診
断

で
は
、
歯
科
医
官
に
よ
る
口
腔
内
の
健
康
確
認
お
よ

び
指
導
が
、
衛
生
科
長
に
よ
る
判
定
で
は
、
簡
易
な

健
康
相
談
も
受
け
ら
れ
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
事
項

は
、
隊
員
自
身
で
改
善
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
後
の

健
康
管
理
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年
８
月

４
日（
水
）に
任
期
制
隊
員
の
就
職
補
導
教
育
を
支

援
し
た
。

　就
職
補
導
教
育
は
各
四
半
期
に
１
回
を
基
準
に
、

そ
の
時
期
の
特
性
に
応
じ
た
内
容
を
教
育
す
る
も

の
で
、
第
２
四
半
期
は
、「
履
歴
書
等
作
成
の
ポ
イ

ン
ト
」
に
つ
い
て
２１
名
の
任
期
制
隊
員
等
に
対
し

実
施
し
た
。
特
に
就
職
を
希
望
す
る
企
業
の
仕
事

内
容
と
自
分
の
強
み
に
つ
い
て
理
解
し
、
自
信
を

持
ち
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
事
の
重
要
性
に

つ
い
て
教
育
し
た
。
本
教
育
の
支
援
等
を
通
じ
て
、

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
隊
員
の
希
望
に
沿
う

再
就
職
の
援
助
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

警
務
隊
は
、
令
和
３
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
駐
屯

地
に
お
け
る
事
故
防
止
啓
蒙
活
動
と
連
携
し
て
交
通
三
悪
、
特

に
飲
酒
運
転
撲
滅
、
速
度
違
反
防
止
の
注
意
喚
起
に
資
す
る
防

犯
活
動
に
努
め
た
。

　ま
た
、
日
出
生
台
演
習

場
、
十
文
字
原
演
習
場
で

実
施
さ
れ
る
大
規
模
演
習

に
お
い
て
、
演
習
場
内
を

確
認
し
、
場
内
道
路
の
危

険
個
所
の
把
握
を
行
う
と

と
も
に
、
交
通
事
故
防
止
、

各
種
犯
罪
の
防
止
に
つ
い
て
の
防
犯
活
動
を
行
っ
た
。

　引
き
続
き
、
３
密
に
注
意
し
た
生
活
様
式
に
着
意
し
な
が
ら

駐
屯
地
・
各
部
隊
の
規
律
維
持
に
寄
与
し
、
不
幸
な
事
件
・
事

故
の
絶
無
に
努
め
た
い
。

　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
別
府
派
遣
隊
は
令
和
３
年
９

月
１
日
、
令
和
四
年
度
末
の
第
１
０
２
基
地
シ
ス
テ
ム
通

信
大
隊
長
を
迎
え
、
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊
の
体
制
改

革
に
伴
う
業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　南
西
諸
島
の
駐
屯
地
及
び
電
子
戦
・
サ
イ
バ
ー
対
処
部

隊
の
新
編
に
伴
い
、
我
が
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
部
隊
が
縮

小
化
さ
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
如
何
に
業
務
を
効
率

化
す
る
か
が
今
後
の
隊
務
運
営
の
焦
点
と
な
る
。

　ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の
通
信
確
保
を
第
一
に
考
え
て
き
た

私
た
ち
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
使
用
者
を
意
識
し
て
業
務

の
効
率
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　令
和
３
年
７
月
２４
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
間
、
大
矢
野
原
演
習
場
に
て
令
和
３
年
度
西
部
方
面
会
計
隊
長
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
ま
し
た
。

　訓
練
初
日
、コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
隊
容
検
査
に
よ
り
士
気
を
高
め
展
開
地
に
向
け
前
進
し
ま
し
た
。

　展
開
地
進
入
後
は
、
施
設
の
開
設
、
陣
地
の
構
築

等
を
実
施
し
つ
つ
宿
営
、
そ
の
間
、
他
部
隊
の
巡
察

者
や
不
審
者
の
対
応
及
び
戦
闘
間
に
お
け
る
負
傷
者

の
救
護
の
状
況
に
対
応
し
、
翌
日
の
自
衛
戦
闘
を
も
っ

て
状
況
終
了
し
ま
し
た
。
講
評
で
は
指
揮
所
勤
務
し

た
具
志
堅
二
曹
が
優
秀
隊
員
と
し
て
西
部
方
面
会
計

隊
最
先
任
上
級
曹
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　結
果
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
留
意
し
つ
つ
、
訓

練
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
改
善
す
べ
き
事
項
は

多
々
あ
り
、
今
後
の
訓
練
に
よ
り
改
善
に
努
め
、
部

隊
及
び
隊
員
練
度
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　令
和
３
年
８
月
１９
日
か
ら
８
月
２２
日
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
で

第
４１
普
通
科
連
隊
が
実
施
し
た
第
４
次
連
隊
練
成
訓
練
同
行
支
援
に
合
わ

せ
て
第
３
回
中
隊
練
成
訓
練
を
実
施

し
た
。
一
連
の
状
況
下
に
お
い
て
状

況
が
閑
な
時
間
を
活
用
し
、
有
吉
士

長
及
び
安
部
士
長
に
対
す
る
重
レ
ッ

カ
ー
操
作
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓

練
を
通
じ
て
、
水
平
移
動
等
の
基
本

的
な
操
作
要
領
に
つ
い
て
概
ね
修
得

で
き
た
。
今
後
は
ウ
イ
ン
チ
を
使
用

し
た
車
両
の
回
収
及
び
つ
り
上
げ
か

ら
回
収
車
へ
の
積
載
等
、
実
践
的
な
動
作
に
つ
い
て
演
練
を
重
ね
陸
曹
任
官

後
は
、
中
隊
の
核
た
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

永年にわたる勤務
おつかれさまでした

【
７
月
１８
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

 

１
等
陸
曹

　
　梅
尾

　聖
一

【
７
月
２２
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

 

准

陸

尉

　
　芹
川

　
　寛

【
７
月
２５
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

 

准

陸

尉

　
　奥
野

　忠
之

【
８
月
１４
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

 

陸

曹

長

　
　佐
野

　敏
広

【
９
月
４
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊

 

陸

曹

長

　
　亀
山

　
　明

【
９
月
１０
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

 

陸

曹

長

　
　仲

　敬
一
郎

大規模演習に伴う演習場の確認大規模演習に伴う演習場の確認

各部隊に対する防犯資料の提供各部隊に対する防犯資料の提供

訓練検閲訓練検閲 身体歴を見ながら静かに待ちます身体歴を見ながら静かに待ちます

歯科医官が虫歯や歯肉の状態を
確認します
歯科医官が虫歯や歯肉の状態を
確認します

「採血はドキドキするなぁ…」「採血はドキドキするなぁ…」

重レッカー操作訓練

重レッカー操作訓練

訓練検閲訓練検閲

体制改革説明体制改革説明 別府駐屯地援護会同の様子別府駐屯地援護会同の様子

７
〜
９
月 

定
年
退
官
者
紹
介

７
〜
９
月 

定
年
退
官
者
紹
介



（5）  第176号 令和３年10月

別
府
駐
屯
地 T

w
itte

r

　

 

更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

　駐
屯
地
は
、
令
和
３
年
９
月
３
日（
金
）別
府
駐

屯
地
体
育
館
に
お
い
て
講
師
に
元
陸
上
自
衛
隊
西

部
方
面
隊
の
総
監
で
あ
り
、
別
府
駐
屯
地
在
隊
間

は
第
３
中
隊
長
を
務
め
た
木
﨑

　俊
造
氏
を
招
き

「
Ｏ
Ｂ
の
伝
言
板
」
と
題
し
講
話
を
行
っ
た
。
特
に

印
象
的
で
あ
っ
た
「
頑
張
る
木
こ
り
」
や
「
分
析

に
つ
い
て
」
は
、
勤
務
や
野
外
訓
練
の
み
な
ら
ず

日
常
生
活
に
お
い
て
も
自
ら
の
努
力
次
第
で
様
々

な
教
訓
を
得
ら
れ
る
な
ど
、「
自
ら
考
え
て
学
ぶ
」

こ
と
の
重
要
性
を
我
々
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
人
一
人
の
知
見
を
広
げ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　講
話
に
参
加
し
た
隊
員
は
「
常
に
研
鑚
の
気
持

ち
を
持
っ
て
勤

務
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、

普
段
の
生
活
に

お
い
て
も
自
分

自
身
を
成
長
さ

せ
る
機
会
は
無

数
に
あ
る
と
気

付
か
さ
れ
た
。」

と
感
想
を
述
べ

た
。

　
別
府
駐
屯
地
拳
法
部
（
拳
翔
会
）
は
現
在
28
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員
に
つ
い
て
は
格
闘
経
験
者
、
未
経
験

者
と
も
に
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
日
々
、
稽
古
に
励
む
為
、
身
体
も
精
神
力

も
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
部
活
で
す
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
た
大
会
が
中
止
と
な
り
、
目
標
や
活

躍
す
る
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
は
い
ま
す
が
拳
法
を
通
じ
て
礼
節
を
学
び
自
衛
隊
員
と
し
て
闘
争
心
の
涵
養
を
向
上

す
る
事
を
目
指
し
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
日
々
稽
古
し
、
各
種
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
技
に
磨
き
を
か
け
、

自
他
共
栄
、
各
人
が
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
勇
往
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
別
府
駐
屯
地
陸
上
部
の
部
員
数
は
現
在
18
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
部
員
は
各
中
隊
や
諸
隊
か
ら
入
部
を
希
望
し

た
隊
員
が
日
々
練
成
を
重
ね
て
い
き
各
種
大
会
へ
参
加
し
ま
す
。
毎
日
、
練
習
と
は
別
に
、「
ポ
イ
ン
ト
練
習
」
と
い

う
身
体
へ
の
負
荷
及
び
質
の
高
い
練
習
を
週
に
２
〜
３
回
行
い
更
な
る
走
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
各
人
は
練

習
内
容
や
重
要
性
を
理
解
し
実
践
す
る
こ
と
で
走
力
が
日
々
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
陸
上
部
の
大
き
な
目
標
と
し
、
富
士
登
山
駅
伝
大
会
、
全
国
自
衛
隊
陸
上
大
会
、
大
分
県
県
内
一
周

駅
伝
大
会
の
三
大
大
会
で
好
成
績
を
収
め
る
事
を
最
大
の
目
標
と
し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
各
種
大
会
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
部
員
は
、
い

つ
開
催
さ
れ
て
も
い
い
よ
う
に
毎
日
の
練
習
を
行
い
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

駐
屯
地

紹
介

内容を書きとめる隊員内容を書きとめる隊員

講話をする木﨑氏講話をする木﨑氏

聴講風景聴講風景忠魂碑の清掃忠魂碑の清掃 曹友会連合会長より褒賞状受章曹友会連合会長より褒賞状受章

新隊員特技課程教育の激励新隊員特技課程教育の激励 あいさつ運動あいさつ運動

激走する選手激走する選手

襷を繋げる選手襷を繋げる選手

県内１周大分合同駅伝競走大会県内１周大分合同駅伝競走大会

間合いを詰める間合いを詰める

熱戦を繰り広げる選手熱戦を繰り広げる選手

令和元年度師団大会令和元年度師団大会

部
外
講
話

曹友会活動


